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論文要旨：カチオン性抗菌ペプチド（CAMPs）は細菌膜を破壊することにより強力な抗菌

活性を示す。グラム陽性菌にのみ抗菌作用を示す人工両親媒性らせんペプチド BKBA-20 へ

のヒスチジン導入効果を調べたところ，一部の誘導体で抗菌効果はグラム陰性菌にも作用

を示した。ヒスチジンの組み込みが、毒性を増加させることなく CAMP のスペクトルを広

げる有望な戦略であることを示唆している。 
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